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こ
れ
は
、
上
手
な
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
奏
者
を
選
ぶ
た
め
の
目
的
合
理
的
な
コ
ン
ペ
で

あ
り
、
鑑
賞
に
価
す
る
芸
術
を
選
ぶ
た
め
の
コ
ン
テ
ス
ト
と
は
い
さ
さ
か
趣
旨
が
異

な
る
が
、「
芸
術
の
完
成
度
を
競
う
」
と
い
う
意
味
で
は
類
似
の
競
技
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
そ
れ
以
外
に
も
、
詩
の
朗
読
や
竪
琴
、
彫
刻
、

絵
画
な
ど
の
芸
術
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ミ
ュ
ロ
ン
作
の
「
デ
ィ
ス
コ

ボ
ロ
ス
（
円
盤
投
げ
競
技
者
）」〔
図
1
〕
に
代
表
さ
れ
る
、
当
時
の
ギ
リ
シ
ャ
で
理
想

と
さ
れ
た「
美
に
し
て
善
」＝「
カ
ロ
カ
ガ
テ
ィ
ア
」の
思
想
が
あ
っ
た（
２
）。
こ
の
よ
う

に
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
が
融
合
し
た
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
復
興
さ

せ
よ
う
と
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
芸
術
も
必
要
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
芸
術
競
技
導
入
の
道
筋
が
つ
い
た
の
は
、
一
九
〇
六
年

に
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
が
開
催
し
た
「
芸
術
と
文
学
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
諮
問
会
議
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
会
議
で
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
「
偉
大
な
結
婚
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
を
行
い
、
筋
肉
と
精
神
、
す
な
わ
ち
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
の
融
合
の
必
要
性
を
説
い

た（
３
）。
こ
の
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
の
提
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
九
一
二

年
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
か
ら
芸
術
競
技
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二

芸
術
競
技
の
実
施
と
日
本
の
参
加

よ
う
や
く
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
た
芸
術
競
技
だ
っ
た
が
、
初
回
と
な
る
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
大
会
で
の
芸
術
競
技
の
開
催
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
作
品
の
集
ま
り
が
よ
く

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彫
刻
の
み
が
金
メ
ダ
ル
と
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
作
品
が
あ
っ
た
も
の
の
、
ほ
か
の
四
部
門
（
絵
画
、
建
築
、
音
楽
、
文
学
）
は
金

メ
ダ
ル
の
み
で
、
銀
メ
ダ
ル
と
銅
メ
ダ
ル
は
該
当
な
し
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
い

る
。
し
か
も
、
文
学
部
門
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
は
「
ス
ポ
ー
ツ
賛
歌
（
原
題
／O

de au 

ク
ー
ベ
ル
タ
ン
が
芸
術
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
と
し
て
正
式
に
導
入
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
概
ね
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。

「
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
は
、
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
ら
い
、
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
の
両
方

の
競
技
を
考
え
た
。
そ
れ
は
心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
若
者
を
育
成
す
る
と
い
う

オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
理
念
に
基
づ
い
て
い
た
」（
１
）

じ
つ
は
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
、
芸
術
競
技
と
呼
べ
る
よ
う
な
試
合
が
あ
っ
た
。

「
ラ
ッ
パ
吹
き
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
競
技
の
開
始
に
先
立
っ
て
、
ラ
ッ
パ
を
吹
い
て

そ
の
巧
拙
を
競
う
の
で
あ
る
。
勝
利
し
た
ラ
ッ
パ
奏
者
は
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
競

技
の
際
の
ラ
ッ
パ
吹
き
、
つ
ま
り
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
を
吹
く
と
い
う
栄
誉
を
得
る
。

図１ ミュロン「ディスコボロス（円盤投げ競技者）」
（於：旧国立競技場 筆者撮影）
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オリンピックの「芸術競技」―ヒトラーのオリンピックと芸術―

Sport
）」
と
い
う
詩
を
書
い
た
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
ロ
ー（G

eorges H
ohrod

）と

M
・
エ
シ
ュ
バ
ッ
ハ
（M

. Eschbach

）」
と
い
う
連
名
の
作
家
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
名
前
は
、
当
時
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
会
長
ク
ー
ベ
ル
タ

ン
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
あ
る
い
は
偽
名
と
さ
れ
て
い
る（
４
）。

そ
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
の
四
年
後
に
あ
た
る
一
九
一
六
年
第
六
回
ベ
ル
リ
ン

大
会
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
た
め
中
止
に
な
っ
た
が
、
一
九
二
〇
年
以
降
再
び
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開
催
さ
れ
、
芸
術
競
技
は
な
ん
と
か
軌
道
に
乗
る
。
日
本
が
こ
の
競

技
に
参
加
し
た
の
は
一
九
三
二
年
第
一
〇
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
と
一
九
三
六
年
第

一
一
回
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
二
大
会
で
あ
っ
た
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
へ
の
出
品
に
あ
た
っ
て
日
本
は
、
前
年
の
一
九
三
一
年（
昭

和
六
）
に
大
日
本
体
育
芸
術
協
会
（
現
在
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
協
会
）
を
設
立
し
、
そ

の
十
月
に
「
公
募
」
な
ら
び
に
「
協
会
会
員
に
よ
る
無
審
査
作
品
の
出
品
」
を
募
っ

た
。
そ
の
結
果
、
翌
一
九
三
二
年
七
月
ま
で
に
三
百
点
を
超
え
る
作
品
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
公
募
作
品
に
つ
い
て
は
日
本
画
三
点
、
西
洋
画
六
点
、
版
画
一
五

点
、
彫
刻
三
点
の
合
計
二
七
点
を
選
出
。
無
審
査
作
品
二
〇
と
合
わ
せ
て
四
七
点
を

出
品
し
た
。
た
だ
し
、
無
審
査
作
品
に
つ
い
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
参
考
品

展
覧
会
に
出
品
。
公
募
作
品
の
み
を
競
技
に
出
し
て
い
る
。
作
家
に
は
、
日
本
画

の
荻
生
天
泉（
一
八
八
二
〜
一
九
四
五
）、
西
洋
画
の
小
杉
未
醒（
放
菴
、
一
八
八
一
〜

一
九
六
四
）、
版
画
の
棟
方
志
功（
一
九
〇
三
〜
七
五
）
ら
が
名
を
連
ね
て
い
た
。
競
技

で
は
、
メ
ダ
ル
こ
そ
獲
得
で
き
な
か
っ
た
が
、
版
画
部
門
の
長
永
治
良（
一
八
九
三
〜

一
九
六
一
）
が
「
蟲
相
撲
」
で
選
外
佳
作
に
選
ば
れ
て
い
る（
５
）。

そ
の
四
年
後
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
で
は
、
大
日
本
体
育
協
会
（
現
在
の
日
本
ス
ポ
ー
ツ

協
会
）
と
大
日
本
体
育
芸
術
協
会
が
さ
ら
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
大
会

の
日
本
国
内
に
お
け
る
作
品
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
四
年
前
と
同
様
、
無
審
査
作
品

と
審
査
の
あ
る
公
募
作
品
を
と
も
に
出
品
す
る
方
法
で
行
わ
れ
た
。
公
募
に
つ
い
て

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
年
の
一
九
三
五
年
十
一
月
に
記
者
発
表
す
る
と
と
も
に
宣
伝
告

知
を
開
始
。
音
楽
部
門
は
翌
一
九
三
六
年
二
月
、
ほ
か
は
三
月
に
締
め
切
っ
た
。
無

審
査
作
品
も
三
月
に
集
め
、
四
月
に
発
送
し
た
。
こ
の
大
会
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
芸
術

競
技
に
は
、
四
年
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
一
九
四
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
の
ち
に

返
上
）
の
芸
術
競
技
の
た
め
の
調
査
員
と
し
て
、
日
本
か
ら
ベ
ル
リ
ン
留
学
経
験
の

あ
る
音
楽
家
・
諸
井
三
郎
（
一
九
〇
三
〜
七
七
）、
東
京
大
学
教
授
を
務
め
安
田
講
堂

の
設
計
に
も
携
わ
っ
た
建
築
家
・
岸
田
日
出
刀
（
一
八
九
九
〜
一
九
六
六
）
が
派
遣
さ

れ
た
。

出
品
作
品
は
、
絵
画
三
七
点
、
版
画
二
六
点
、
彫
刻
九
点
、
工
芸
二
点
、
建
築

五
点
、
音
楽
五
点
、
合
計
八
四
点
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
絵
画
部
門
で
鈴
木
朱
雀

（
一
八
九
一
〜
一
九
七
二
）
の
「
古
典
的
競
馬
」
と
藤
田
隆
治（
一
九
〇
七
〜
六
五
）の

「
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
」が
そ
れ
ぞ
れ
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彫
刻
部

門
で
長
谷
川
義
起
（
一
八
九
二
〜
一
九
七
四
）
の「
横
綱
両
構
」、
音
楽
部
門
で
江
文
也

（
一
九
一
〇
〜
八
三
）
の「
台
湾
の
舞
曲
」が
選
外
佳
作
に
選
ば
れ
た
。
江
文
也
は
、
当

時
、
日
本
の
統
治
下
に
あ
っ
た
台
湾
の
出
身
で
あ
る
。

こ
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
芸
術
競
技
に
も
日
本
か
ら
は
、
入
賞
者
以
外
に
、
東
山
魁

夷（
絵
画
、
一
九
〇
八
〜
九
九
）、
高
田
力
蔵（
絵
画
、
一
九
〇
〇
〜
九
二
）、
棟
方
志

功
（
版
画
）、
佐
藤
敬
（
版
画
、
一
九
〇
六
〜
七
八
）、
山
田
耕
筰（
音
楽
、
一
八
八
六
〜

一
九
六
五
）
な
ど
、
錚
々
た
る
芸
術
家
が
出
品
し
て
い
る（
６
）。

で
は
、
な
ぜ
八
四
点
の
作
品
の
な
か
で
、
鈴
木
朱
雀
の「
古
典
的
競
馬
」と
藤
田
隆

治
の「
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
」が
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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三

ヒ
ト
ラ
ー
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

一
九
三
六
年
第
一
一
回
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ナ
チ
ス
政
権
下
で
行
わ

れ
た
大
会
で
、「
ヒ
ト
ラ
ー
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ

の
三
年
前
の
一
九
三
三
年
は
、
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー（
一
八
八
九
〜
一
九
四
五
）
率

い
る
ナ
チ
ス
が
、
言
論
弾
圧
、
謀
略
、
テ
ロ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
一

党
支
配
体
制
を
確
立
し
た
年
で
あ
る
。
翌
年
パ
ウ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

（
一
八
四
三
〜
一
九
三
四
）大
統
領
が
死
去
す
る
と
、ヒ
ト
ラ
ー
は
大
統
領
を
兼
ね
た「
総

統
」
を
名
の
り
、
事
実
上
、
独
裁
体
制
を
完
成
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

政
権
掌
握
以
前
の
ヒ
ト
ラ
ー
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
「
ユ
ダ
ヤ
人
が
発
明
し
た
大
会
」

と
揶
揄
し
、
否
定
的
に
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
ナ
チ
ス
の
宣
伝
相
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ゲ
ッ

ベ
ル
ス（
一
八
九
七
〜
一
九
四
五
）
な
ど
側
近
が
「
大
き
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
機
会
に

な
る
」
な
ど
と
進
言
・
説
得
し
た
結
果
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
考
え
を
変
え
、「
ド
イ
ツ
が
世

界
各
国
の
招
待
主
と
な
る
の
だ
か
ら
、
準
備
は
ど
こ
か
ら
見
て
も
完
璧
か
つ
壮
大
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
い
、
一
〇
万
人
を
収
容
で
き
る
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の

建
設
に
着
手
し
た（
７
）。

一
九
三
五
年
、一
般
の
労
働
者
や
公
務
員
は
右
手
を
斜
め
上
に
挙
げ
て「
ハ
イ
ル
・

ヒ
ト
ラ
ー
」
と
挨
拶
す
る
こ
と（
ナ
チ
ス
式
敬
礼
）
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て

一
九
三
六
年
二
月
、ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
先
立
ち
、同
じ
ド
イ
ツ
の
ガ
ル
ミ
ッ

シ
ュ
＝
パ
ル
テ
ン
キ
ル
ヘ
ン
で
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。
す
で
に
ユ
ダ

ヤ
人
に
対
す
る
弾
圧
や
撲
滅
運
動
を
展
開
し
て
い
た
ナ
チ
ス
は
、
こ
の
冬
季
大
会
を

反
ユ
ダ
ヤ
の
大
会
に
し
よ
う
と
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
の
た
め
の
ビ
ラ
や
ポ
ス
タ
ー
を

貼
る
な
ど
し
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
ア
ン
リ
・
ド
・
バ
イ
エ
＝

ラ
ツ
ー
ル（
一
八
七
六
〜
一
九
四
二
）
が
立
ち
向
か
っ
た
。

「
ラ
ツ
ー
ル
は
『
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
の
ビ
ラ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
宣
伝
物
は
、
す
べ
て

の
国
、
す
べ
て
の
民
族
を
迎
え
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
不
必
要

な
ば
か
り
か
有
害
な
も
の
で
あ
り
、
国
際
儀
礼
に
も
反
す
る
（
中
略
）
直
ち
に
撤
去
し

て
い
た
だ
き
た
い
』
と
大
き
な
声
で
要
求
。
す
る
と
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
『
反
ユ
ダ
ヤ
人

の
宣
伝
は
ド
イ
ツ
政
府
が
重
要
な
政
策
と
し
て
決
定
し
た
こ
と
で
あ
り
、
あ
な
た
の

要
求
は
内
政
干
渉
で
あ
る
』と
拒
否
し
た
。そ
れ
を
聞
い
て
い
た
ラ
ツ
ー
ル
は（
中
略
）

『
そ
れ
で
は
や
む
を
得
な
い
。
私
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
の
権
限
で
明
日
か
ら
の
冬
季
大
会
に

中
止
の
命
令
を
下
し
、
夏
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
に
つ
い
て
も
、
開
催
都
市
を
変
更
す
る

ほ
か
は
な
い
』
と
や
り
返
し
た
。（
中
略
）
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
の
ビ
ラ
や
ポ
ス
タ
ー
は
き

れ
い
に
消
え
う
せ
」
た
の
で
あ
る（
８
）。

そ
の
半
年
後
に
行
わ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
大
会
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
人
種
差
別
政
策

が
露
骨
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
開
会
式
で
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
し

一
〇
万
人
の
観
客
が
一
斉
に
ナ
チ
ス
式
敬
礼
を
行
う
と
い
う
異
様
な
光
景
は
、
記
録

映
画（
９
）に
も
残
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
を
は
じ
め
と
す
る
人
種
差
別
政
策
を
一
時
的
に
抑
制
さ

せ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
開
催
期
間
中
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
後
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
人
種
差
別
・
迫
害
は
、ま
す
ま
す
勢
い
を
増
し
て
い
っ
た
。

四
「
芸
術
競
技
」
の
審
査

前
述
し
た
よ
う
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
芸
術
競
技
は
第
一
四
回
一
九
四
八
年
ロ
ン

ド
ン
大
会
を
最
後
に
正
式
競
技
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
「
審
査

基
準
の
曖
昧
さ
」
で
あ
っ
た（

10
）。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
芸
術
競
技
は
毎
回
審
査
員
が
変
わ
る
。
そ
の
審
査
員
の
構
成
は
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開
催
国
出
身
者
が
常
に
多
く
、
開
催
国
に
有
利
な
評
価
を
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
一
九
三
二
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
で
は
、
絵
画
、
彫
刻
、
建
築
、
音

楽
の
四
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
五
人
、
文
学
の
み
四
人
が
審
査
に
当
た
っ
た
。
そ
の
合
計

二
四
人
の
う
ち
開
催
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
以
外
の
審
査
員
は
わ
ず
か
七
人
。

文
学
だ
け
は
四
人
中
三
人
が
ア
メ
リ
カ
以
外
の
審
査
員
で
あ
っ
た
が
、
絵
画
、
彫
刻
、

建
築
、
音
楽
の
四
部
門
で
は
そ
れ
ぞ
れ
五
人
中
一
人
し
か
外
国
人
審
査
員
が
い
な

か
っ
た
。
審
査
に
当
た
っ
て
開
催
国
は
、
影
響
力
を
行
使
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

一
九
三
六
年
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
審
査
員
は
、
絵
画
七
人
、
彫
刻
五
人
、
建
築
五
人
、

音
楽
九
人
、
文
学
七
人
の
合
計
三
三
人
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
の
開
催
国
ド

イ
ツ
以
外
の
審
査
員
は
、
絵
画
四
人
、
彫
刻
二
人
、
建
築
二
人
、
音
楽
二
人
、
文
学

二
人
の
一
二
人
で
あ
り
、
絵
画
以
外
は
ド
イ
ツ
出
身
者
が
過
半
数
を
占
め
て
い
た
。

日
本
の
二
作
品
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
絵
画
の
審
査
員
七
人
の
構
成
は
、
三
人
が

地
元
ベ
ル
リ
ン
で
、
そ
れ
以
外
は
ウ
ィ
ー
ン
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
ブ
ダ
ペ
ス
ト（
ハ
ン

ガ
リ
ー
）、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル（
ベ
ル
ギ
ー
）、
ワ
ル
シ
ャ
ワ（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
で
あ
っ
た（

11
）。

た
だ
、
こ
の
う
ち
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ド
イ
ツ
と
近
い
関
係
に
あ
り
、
そ
の
後
の
第
二
次

世
界
大
戦
で
は
枢
軸
国
と
し
て
戦
っ
た
。
審
査
員
が
ド
イ
ツ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
可

能
性
は
高
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
も
、
ド
イ
ツ
と
関
係
の
深
い
国
内
の
ナ
チ

ス
党
が
強
い
力
を
も
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
と
き
の
審
査
員
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の

影
響
を
相
当
程
度
受
け
て
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
大
会
の
審
査
は
、
絵
画
、
彫
刻
、
建
築
の
三
部
門
が「Plastic 

and G
raphic Arts

（
造
形
な
ら
び
に
平
面
芸
術
）」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
と
め

ら
れ
、
そ
の
統
括
審
査
員
と
し
て
三
人
の
ド
イ
ツ
人
が
加
わ
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
含
む
全
部
門
を
監
督
す
る
立
場
に
、
さ
ら
に
四
人
の
ド
イ
ツ
人

が
名
を
連
ね
て
い
る
。
ド
イ
ツ
人
審
査
員
に
よ
っ
て
が
ん
じ
が
ら
め
に
さ
れ
た
こ
の

一
九
三
六
年
ベ
ル
リ
ン
大
会
の
芸
術
競
技
で
は
、
開
催
国
が
恣
意
的
な
審
査
を
行
う

こ
と
が
十
分
に
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

五

攻
撃
さ
れ
排
除
さ
れ
た「
頽
廃
芸
術
」

一
六
歳
の
頃
か
ら
画
家
を
夢
見
て
い
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
一
八
歳
の
と
き
に
ウ
ィ
ー

ン
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
を
受
験
し
た
。
結
果
は
不
合
格
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
も
風
景

画
を
中
心
に
多
数
の
絵
画
を
描
く
な
ど
、
美
術
に
対
し
て
は
知
識
も
興
味
も
あ
り
、

彼
な
り
の
美
学
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
そ
し
て
ヒ
ト
ラ
ー
は
政
治
に
芸
術
を
持
ち

込
ん
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
政
治
の
美
学
化
」で
あ
る
。

「
ヒ
ト
ラ
ー
が
政
治
家
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
み
ず
か
ら
の
芸
術
観
を
実

現
す
る
た
め
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
権
力
を
掌
握
し
て
か

ら
も
、
彼
は
自
分
を
芸
術
家
と
見
な
し
、
芸
術
の
問
題
に
直
接
介
入
し
た
」
（
12
）

芸
術
は「
美
的
価
値
を
創
造
す
る
技
術
」（

13
）で
あ
り
、そ
の
美
的
価
値
＝
美
し
い
と
感

じ
る
こ
と
は「
主
観
的
な
趣
味
判
断
」（

14
）で
あ
る
。独
自
の
美
学
を
も
っ
た
独
裁
者
は
、

芸
術
競
技
の
採
点
を
自
ら
の
趣
味
判
断
に
も
と
づ
い
た
基
準
で
行
っ
た
、
あ
る
い
は

行
わ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
代
、
ナ
チ
ス
は
前
衛
的
表
現
の「
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
」を「
頽
廃
芸
術
」で
あ

る
と
し
て
攻
撃
・
弾
圧
し
、排
除
す
る
運
動
を
展
開
し
た
。表
現
主
義
、ダ
ダ
イ
ス
ム
、

新
即
物
主
義
、
抽
象
絵
画
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
作
品
は
押
収
さ
れ
、
売
却
や
焼

却
処
分
さ
れ
た
。
こ
の
種
の
芸
術
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
は
た
だ
の「
下
手
く
そ
な
絵
」と

し
か
映
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
歪
ん
だ
顔
は
醜
悪
で
あ
る
、
け
ば
け
ば
し
い
色
彩

は
野
蛮
だ
、
抽
象
芸
術
は
狂
気
の
産
物
で
あ
る
、
女
性
の
淫
ら
な
姿
を
描
い
た
絵
は



堕
落
だ、

性
的
倒
錯
を
描
い
た
絵
を
許
し
て
は
い
け
な
い
、

戦
争
の
悲
劇
を
こ
と
さ

-
15
)

ら
強
調
す
る
絵
は
陰
謀
だ、

と
考
え
た
と
さ
れ
る。

ヒ
ト
ラ
ー
が
愛
し
た
芸
術
は、

写
実
的
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た。
「
美
学
の

基
本
は
『
血
と
大
地』。

優
秀
な
る
ア
ー
リ
ア
人
種
の
純
血
性
と
祖
国
ド
イ
ツ
の
大
地

に
根
ざ
し
た
文
化、

遠
く
ギ
リ
シ
ャ
に
源
を
発
す
る
文
化
こ
そ
最
上
の
も
の
と
い

う

思
想
の
も
と、

芸
術
は
選
択
さ
れ、

生
産
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。
（
中
略）

た
と
え

ば、

男
性
は
労
働
と
力
に
よ
っ
て
国
家
を
支
え
る
存
在
と
し
て、

女
性
は
健
康
な
子

を
生
む
た
め
の
存
在
と
し
て、
（
中
略）

そ
の
と
き
必
ず
重
き
を
置
か
れ
る
の
は
肉
体

で
あ
っ
た。
（
中
略）

均
整
の
と
れ
た
健
康
で
美
し
い
肉
体
は
ド
イ
ツ
そ
の
も
の
な
の

(
16)
 

だ
っ
た」

こ
う
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
な
り
の
美
的
価
値
観
に
も
と
づ
き、

ナ
チ
ス
は
ベ
ル
リ
ン
オ

図2 ドイツの彫刻家アルノ ・ブレーカー「党」
（田野大輔『魅惑する帝国』名古屋大学出版会より引用）

リ
ン
ビ
ッ
ク
の
翌
年
に
あ
た
る
一

九
三
七
年
に、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
「
大
ド
イ
ツ
芸
術
展」

を
開
催
し、

そ
の
傍
ら
で
「
頗
廃
芸
術
展」

も
行
っ
た
の
だ
っ
た。

国
民
へ
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
展
覧
会
で
は、

前
者
は
ヒ
ト
ラ
ー
が
好
き
な
写
実
的

で
力
強
い
芸
術
作
品
を
展
示、

後
者
は
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
を
展
示
し
た。

も
ち
ろ
ん
前

者
は
「
良
い
見
本」、

後
者
は
「
ダ
メ
な
見
本」

と
し
て
で
あ
る。

見
学
し
た
国
民
が

何
を
思
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
：
…
•
O

ヒ
ト
ラ
ー
が
好
ん
だ
作
品
と
頗
廃
芸
術
と
さ
れ
た
作
品
を
確
認
し
て
お
こ
う。

図

2
は
ナ
チ
ス
芸
術
家
と
い
わ
れ
た
ア
ル
ノ
・

ブ
レ
ー
カ
ー
(
-

九
O
O
S
九
一
）

の

作
品。

図
3
は
頗
廃
芸
術
と
さ
れ
た
エ
ル
ン
ス
ト
・

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・

キ
ル
ヒ
ナ
ー

（
一

八
八
〇
＼
一

九
三
八）

の
作
品
で
あ
る。

こ
う
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
の
美
的
価
値
観
が、

国
家
行
事
と
し
て
の
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
芸

図3 エルンスト ・ルートヴィヒ ・キルヒナー 「タペの牧人」
（「芸術新潮」新潮社 1992年9月号より引用）
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術
競
技
の
採
点
に
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
前
提
に
立
っ
て
ベ
ル
リ
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
芸
術
展
示
の
メ
ダ
ル
獲
得
作
品
を
見
て
み
よ
う
。

こ
の
大
会
で
は
、絵
画
部
門
が「
商
業
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク（
広
告
）」と「
油
絵
」、「
水
彩
・

素
描
」
と
い
う
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
て
い
る
。
日
本
の
二
人
の
画
家
が
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
の
は「
油
絵
」と「
水
彩
・
素
描
」の
二
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
た
め
、

そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
作
品
を
示
し
て
い
く
。

「
油
絵
」の
金
メ
ダ
ル
は
該
当
者
な
し
。
銀
メ
ダ
ル
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ル
ド
ル
フ
＝

ヘ
ル
マ
ン
・
ア
イ
ゼ
ン
メ
ン
ガ
ー
（Rudolf H

erm
ann Eisenm

enger 1902-94

）

の「
ゴ
ー
ル
す
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
」（
原
題
／Laufer von clem

 Zief

）〔
図
4
〕。
銅
メ

ダ
ル
は
藤
田
隆
治
の「
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
」〔
図
5
〕
で
あ
っ
た
。

「
水
彩
・
素
描
」
の
金
メ
ダ
ル
も
該
当
者
な
し
。
銀
メ
ダ
ル
は
イ
タ
リ
ア
の
ロ
マ
ー

ノ
・
ダ
ッ
ジ
（Rom

ano D
azzi 1905-76

）
の
「
フ
レ
ス
コ
画
の
た
め
の
四
つ
の
ス

ケ
ッ
チ
」（
原
題
／Four Sketches for Frescoes

）〔
図
6
〕。
銅
メ
ダ
ル
は
鈴
木
朱

雀
の「
古
典
的
競
馬
」〔
図
7
〕
で
あ
っ
た
。

藤
田
隆
治
の
「
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
」、
鈴
木
朱
雀
の
「
古
典
的
競
馬
」
は
と
も
に
ベ

ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
の
の
ち
、
ナ
チ
ス
に
買
い
上
げ
ら
れ
た
が
焼
失
し
た
と

図４ ルドルフ＝ヘルマン・アイゼンメンガー「ゴールするランナーたち」
秩父宮記念スポーツ博物館蔵

図５ 藤田隆治「アイスホッケー」
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伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
モ
ノ
ク
ロ
画
像
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、「
油
絵
」

で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
「Laufer von clem

 Zief

」
は
、
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー

ツ
博
物
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

こ
こ
に
掲
載
し
た
四
点
は
そ
れ
ぞ
れ
モ
チ
ー
フ
や
タ
ッ
チ
が
異
な
る
が
、
共
通
し

て
言
え
る
こ
と
は
力
強
さ
や
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

に
こ
の
大
会
に
お
け
る
作
品
の
評
価
基
準
が
み
え
る
。

一
方
、
他
の
日
本
人
の
作
家
に
よ
る
作
品
の
う
ち
、
ヒ
ト
ラ
ー
に
頽
廃
芸
術
と
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
二
点
を
示
し
て
お
こ
う
。
後
藤
繁
喜
の
「
排
球
」〔
図
8
〕、
高
田
力

蔵
の
「
二
ツ
の
フ
オ
ル
ム
」〔
図
9
〕
で
あ
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
価
値
観
が
反
映
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
採
点
で
は
、
前
衛
的
、
抽
象
的
表
現
は
不
可
、
写
実
的
で
力
強
い
表

現
で
な
く
て
は
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

さ
ら
に
、
受
賞
者
の
所
属
す
る
国
を
み
て
み
る
と
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
油

絵
」の
メ
ダ
リ
ス
ト
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
と
日
本
人
。「
水
彩
・
素
描
」の
メ
ダ
リ
ス

ト
は
イ
タ
リ
ア
人
と
日
本
人
で
あ
る
。
受
賞
者
は
、
日
本
、
イ
タ
リ
ア
と
い
う
友
好

国
と
、
そ
の
当
時
ド
イ
ツ
の
圧
倒
的
な
影
響
下
に
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
家
で

あ
り
、
こ
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
国
の
作
家
、
第
二
次
世

界
大
戦
の
連
合
国
に
属
す
る
国
の
作
家
は
受
賞
し
て
い
な
い
。
こ
れ
が
も
う
ひ
と
つ

の
基
準
と
考
え
ら
れ
る
。

ヒ
ト
ラ
ー
の
よ
う
な
独
裁
者
が
、
並
外
れ
た
影
響
力
、
発
言
力
を
行
使
す
る
国
で
、

そ
も
そ
も
趣
味
判
断
で
し
か
な
い「
美
」に
つ
い
て
評
価
・
採
点
が
行
わ
れ
た
場
合
、

そ
の
人
物
の
思
想
や
政
治
的
判
断
、
趣
味
嗜
好
な
ど
の
主
観
が
点
数
を
左
右
す
る
の

は
当
然
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
芸
術
競
技
は
、
残
念
な

が
ら
ヒ
ト
ラ
ー
の
価
値
判
断
が
基
準
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

図７ 鈴木朱雀「古典的競馬」 図６ ロマーノ・ダッジ
「フレスコ画のための四つのスケッチ」
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お
わ
り
に

芸
術
に
お
い
て
は
、
作
者
が
技
術
的
に
未
熟
か
一
定
の
基
準
に
達
し
て
い
る
か
の

判
断
は
、
あ
る
程
度
客
観
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

芸
術
家
が
描
い
た
作
品
の
良
し
悪
し
を
比
較
す
る
た
め
の
客
観
的
基
準
は
な
い
。
あ

え
て
比
較
し
て
順
位
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
審
査
員
の
趣
味
判
断
に
よ
る
多
数
決
に

よ
る
か
、
強
い
影
響
力
を
も
つ
審
査
員
に
従
う
か
、
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

「
ス
ポ
ー
ツ
と
芸
術
で
心
身
と
も
に
調
和
の
と
れ
た
若
者
を
育
成
す
る
」
と
い
う

ク
ー
ベ
ル
タ
ン
の
理
念
は
す
ば
ら
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
タ
イ
ム
、
距
離
、
点
数

な
ど
に
よ
り
順
位
を
つ
け
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
と
、
そ
う
し
た
客
観
的
な
基
準
の
な
い

芸
術
作
品
を
同
じ
よ
う
に
採
点
し
て
順
位
を
つ
け
表
彰
す
る
こ
と
は
、
は
じ
め
か
ら

無
理
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
芸
術
競
技
」
は
一
九
四
八
年
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
終
わ
り
、
そ
れ
以
降
は
開
催
国
の

芸
術
を
展
示
す
る
「
芸
術
展
示
」
と
な
っ
た
。
一
九
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

芸
術
展
示
は
、「
テ
ー
マ
を
ス
ポ
ー
ツ
に
限
定
せ
ず
、
日
本
の
古
代
か
ら
近
代
に
い
た

る
ま
で
の
一
流
の
芸
術
を
展
示
す
る
」
と
の
方
針
で
、
古
美
術
、
近
代
美
術
、
写
真
、

郵
便
切
手
、
歌
舞
伎
、
人
形
浄
瑠
璃
、
雅
楽
、
能
楽
、
古
典
舞
踊
な
ど
の
披
露
・
展

示
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
芸
術
展
示
は
国
内
外
か
ら
極
め
て
高
い
評
価
を
得
た
。

一
九
九
二
年
か
ら
は
「
芸
術
展
示
」
が
「
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
な
り
、
そ
れ
ま

で
の
フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
中
心
の
展
示
か
ら
、
ダ
ン
ス
や
演
劇
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
を
披
露
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
一
二
年
ロ
ン
ド
ン
大
会
で
は
四
年
間
の
イ
ベ
ン
ト
の
総
数
は
約
一
二
万
件
、

四
〇
〇
〇
万
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
大
成
功
し
た
と
言
わ
れ
た
が
、
二
〇
一
六
年
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
大
会
で
は
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
ほ
と
ん
ど
行

図８ 後藤繁喜「排球」図９ 高田力蔵「二ツのフオルム」
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（
11
）Richard Stanton The Forgotten O

lym
pic Art Com

petitions, Trafford 
Publishing, 2000

（
12
）田
野
大
輔
『
魅
惑
す
る
帝
国
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
（
二
〇
〇
七
年
）。

（
13
）
木
幡
順
三
『
美
と
芸
術
の
論
理

─
美
学
入
門

─
』
勁
草
書
房
（
一
九
八
〇
年
）。

（
14
）カ
ン
ト 

篠
田
英
雄
訳
『
判
断
力
批
判
』
岩
波
書
店
（
一
九
六
四
年
）。

（
15
）『
芸
術
新
潮
』
新
潮
社 

一
九
九
二
年
九
月
号
。

（
16
）前
掲
注
15
書

著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
野
益
弘
（
お
お
の
・
ま
す
ひ
ろ
）
昭
和
二
十
九
年（
一
九
五
四
）
東
京
都
生
ま
れ
。

筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
ス
ポ
ー
ツ
健
康
シ
ス
テ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
修
了
。

現
在
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
協
会
理
事
、
株
式
会
社
ジ
ャ

ニ
ス
代
表
取
締
役
。

福
武
書
店
（
現
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
を
経
て
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
設
立
。
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
。

著
書
『
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
シ
ュ
ー
ズ
』（
ポ
プ
ラ
社
）、『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
の
物
語
』（
同
）、

『
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
』（
小
峰
書
店
）、
共
著
『
心
に
の
こ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
読
み
も

の
』（
学
校
図
書
）、『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
っ
て
お
き
の
話
一
〇
八
』（
メ
デ
ィ
ア
パ
ル
）、『
日
本
の
ス
ポ

ー
ツ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
』（
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
）
な
ど
。

わ
れ
な
か
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
だ
け
で
な
く
文
化
的
な
国

際
交
流
が
欠
か
せ
な
い
。
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
若
者
や
市
民
を
主
体
と
し
て
積
極

的
に
行
わ
れ
、
当
初
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
が
望
ん
で
い
た
よ
う
な
「
調
和
の
と
れ
た
若
者

の
育
成
」
と
い
う
目
的
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
理
念
に
も
と
づ
く
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と
を
願
い
た
い
。

〈
注
〉

（
１
）日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
カ
デ
ミ
ー
編
著
『
Ｊ
Ｏ
Ａ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
小
事
典
』
メ
デ
ィ
ア
パ

ル
（
二
〇
一
六
年
）。

（
２
）
和
田
浩
一
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
世
界
平
和

─
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ク
ー

ベ
ル
タ
ン
と
嘉
納
治
五
郎
の
教
育
思
想
を
中
心
に

─
」『
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
と
文
化
』
道

和
書
院
（
二
〇
一
二
年
）。

（
３
）
和
田
浩
一
「
筋
肉
と
精
神
の
『
偉
大
な
結
婚
』
─
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
と
芸
術
の
結
合

─
」『
現
代
ス
ポ
ー
ツ
評
論
』
三
五
、
創
文
企
画
（
二
〇
一
六
年
）。

（
４
）
前
掲
注
1
書

（
５
）
大
日
本
体
育
芸
術
協
会
編「
第
11
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
芸
術
競
技
参
加
報
告
」（
一
九
三
六
年
）。

（
６
）
前
掲
注
5
書

（
７
）
川
成
洋
『
幻
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
筑
摩
書
房
（
一
九
九
二
年
）。

（
８
）
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
監
修
『
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
０
０
年
の
歩
み
』
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
（
一
九
九
四
年
）。

（
９
）
レ
ニ
・
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
監
督
・
映
画「
オ
リ
ン
ピ
ア『
民
族
の
祭
典
』」（
一
九
三
八

年
公
開
）。

（
10
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
芸
術
競
技
が
廃
止
さ
れ
た
理
由
に
は
、「
審
査
基
準
の
曖
昧
さ
」
以
外
に
、

「
プ
ロ
で
あ
る
芸
術
家
の
参
加
が
当
時
の
ア
マ
チ
ュ
ア
規
定
に
抵
触
す
る
」「
輸
送
経
費
が

莫
大
で
あ
る
」
な
ど
も
あ
っ
た
。




